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P 3-7事業を刷新!
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「承継」から成長へ
▶株式会社カインドネス ▶株式会社富塚スポーツ
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メールマガジン
「デジタルNEWing」

登録は
こちらから

● 最新のセミナー・イベント情報をいち早くご案内
● 補助金や施策情報など、経営に役立つ情報を配信
● 毎月1日には会報誌NEWingのデジタル版を配信

ここが
ポイント

本誌へのご感想、ご要望をお聞かせください
素敵なプレゼントが当たりますP22 読者アンケート実施中
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ロボットに任せてみませんか？
　
搬送・清掃を自動化し、省人化・効率化を実現！製造現場・物流倉庫・オフィスなど
さまざまな現場で活用できます。今なら補助金の活用で、導入のハードルも下がります。

こんなお悩みありませんか？

1 2 3 ４単純な搬送作業に
人手を使っている

清掃業務に時間と
人手を取られている

本来の業務に
人手を回せていない

毎日の積み重ねが
大きな負担に

採用しても
人が定着しない

現場が安定せず
負担が増えている

夜間・繰り返し作業
の負担が大きい

余力がなく
 改善に手が回らない

今なら　　　　　　　　　　　　　　　　　　今なら　　　　　　　　　　　　　　　　　　今なら　　　　　　　　　　　　　　　　　　         が活用できますが活用できますが活用できます今なら　　　　　　　　　　　　　　　　　　   が活用できます

浜松市の中小企業様限定！

自動搬送ロボット【Starlift】 自動清掃ロボット【Star7他】

Robotbankの搬送ロボット、清掃ロボットが解決します！

搬搬送作業の負担を減らしたい方へ。
現場の省人化・効率化を実現できるロボットです。
Wi-Fi不要ですぐに使え、誰でも簡単に導入できます。

清掃作業の負担を減らしたい方へ。
日常清掃の省人化・効率化を実現できるロボットです。
乾式・湿式の両タイプがあり環境に合わせてご提案します。

「サービスロボット導入支援事業」が活用できます！（2026年7月中の申請）

最大50%補助でコスト削減
ロボット導入費用の1/2が補助され、
最大200万円まで支援されます。
 

01 公的制度を活用することで、
負担を抑えて設備投資ができます。
今が導入のチャンスです！

浜松市の補助金で安心導入

02

導入検討・準備は6月中が実質締め切りです。
補助金の活用から導入まで、HAMABOがしっかりサポートいたします！

浜松市中央区神田町
1195番地

https://www.hamabo.co.jp/

email info@hamabo.co.jp

Tel 053-441-5431
浜松貿易株式会社

お問い合わせは

こちら→

人手が足りない、回らない、、、そのお悩み人手が足りない、回らない、、、そのお悩み

最大50％・上限200万円最大50％・上限200万円最大50％・上限200万円



事業承継の3つの種類（承継先別）

親族内承継 ▶子どもや親族に事業を承継する方法

●周囲の心情的な理解を得られやすい。
●長期的な後継者教育がしやすい。
●所有と経営の分離を回避できる可能性が高い。

メ
リ
ッ
ト

●意欲と資質がある後継者が
　親族内にいるとは限らない。
●経営権の分散を防ぐ対策、遺産分割対策が必要。

注
意
点

従業員承継 ▶信頼できる役員や従業員に引き継ぐ方法

●後継候補者が会社の内部事情を
　理解していて、
　経営の連続性が保ちやすい。

メ
リ
ッ
ト

●後継者が株式を譲受するための資金調達が課題。
●個人債務補償の引き継ぎなどの問題。

注
意
点

第三者承継 ▶社外の第三者に譲り渡す方法（株式譲渡、事業譲渡）

●事業存続のため広く外部に
　後継者を求めることができる。
●オーナー経営者が創業者利益を得られる
　可能性がある。

メ
リ
ッ
ト

●希望条件（従業員雇用や譲渡金額など）を満たす、
　相性の良い譲渡先を見つけることが課題。
●社内や取引先の心情ケアが必要。

注
意
点

商工会議所と引継ぎ支援センターは、
地域企業の「成長」を共に支えるパートナー
特集に続くP８～９「企業のミカタ」では、
静岡県事業承継・引継ぎ支援センターを紹介。
事業承継の悩みは、私たちと一緒に解決へと踏み出しましょう。

これまで本誌の事業承継特集では、「いつかは、事業承継。（2015年
10月号）」「今こそ、事業承継。（2021年10月号）」と題し、中小企業の「大
廃業時代」を見据えた早期対策やM&Aなどの手法を紹介してきた。
今回の特集ではさらに一歩踏み込み、承継後の「成長」、事業の刷
新に焦点を当てる。単に事業の存続にとどまらず、承継者がもたら
す新しい価値観や経営手段によって、いかに自社を再定義し、発展
させていくか。その具体的なアクションとストーリーを紹介するこ
とで、ポジティブな事業承継の在り方を提示する。

事業を刷新!
特 集

「承継」から成長へ

03NEWing  2026.6



　　　　校で習った英語が現地で
　　　　全く通用しなかったんで
す」と話すのは、株式会社カイン
ドネス代表取締役の下山信武氏。
大学時代のカナダ留学での経験を
きっかけに、英語教育の必要性を
強く実感したという。
　自らの子どもを豊橋市内のイン
ターナショナルスクールに通わせ
る中で、共働き世帯にとってより
通わせやすい環境の必要性を感じ、
「働く親でも利用しやすい場をつ
くりたい」と事業化を検討。市場
を調査する中で競合の少ない浜松
に可能性を見いだし、2019年、
少人数制の認可外保育施設「ハグ

ミー・インターナショナルスクー
ル浜松」を開園した。

　事業は軌道に乗り始めていたが、
当初から構想していた「保育料無
償化の対象となる認可施設での英
語教育」を実現するには、新規参
入のハードルが高かった。そこで
選択したのが、既存施設の事業承
継（M&A）という手法だ。すで
に認可を受けた施設の実績を引き
継ぐことで、制度の壁を越える一
手だった。
　事業承継を模索する中で、静岡
県事業承継・引継ぎ支援センター

を通じて、小規模認可保育所「さ
くら第二保育園」を運営する経営
者と出会う。後継者不在という課
題を抱えていた譲渡側と、認可保
育所の実績を求めていた下山氏。
両者のニーズが合致し、2024年
７月、下山氏は事業承継を果たし、
株式会社SAKURAの代表取締役
に就任した。
　「有資格者のスタッフがすでに
いること、20年近く地域に根差
した園の知名度と信頼があること
は大きい」と承継のメリットを語
る下山氏。さらに、市の補助金が
活用できる小規模認可という仕組
みにより、従来より低価格帯で英

語教育を提供できるようになった。

　承継後に直面した最大の課題は、
現場の労働環境だった。サービス
残業や持ち帰り業務が常態化して
おり、働き方そのものを見直す必
要があった。こうした課題に対し、
ICTの導入と業務の見直しを進
めた。
　手書きで行っていた書類業務を
アプリに置き換えて連絡や記録を
効率化。同時に、慣行的に続いて
いたイベントや制作物を見直し、
「本当に必要なものだけを残す」

方針へと転換した。
　「最初はスタッフに戸惑いもあ
りましたが、実際に環境が良くな
るにつれて受け入れてもらえまし
た」と副社長の青木秀都氏。面談
を何度も重ねながら意識改革を進
めた結果、離職を考えていた職員
が残るなど、組織にも変化が生ま
れている。
　こうした改革を下支えしたのが、
譲渡側の税理士・社労士との連携
だ。前経営者からの引き継ぎだけ
では把握しきれない現場の実態を
士業からヒアリング。特に顧問税
理士が小規模保育所の経営に精通
していたため、青木氏は認可外と
は仕組みの異なる認可保育事業に
ついて、質問を重ねながら理解を
深めていった。

　今回の経験を踏まえ下山氏は、

「M&Aは思われているほどハー
ドルは高くない。税理士や支援セ
ンターなどのサポートがあれば、
異業種からの参入でも乗り越えら
れる」と話す。
　金融の知識を持つ下山氏と住宅
メーカーでの経験を持つ青木氏は、
異業種の視点から、保育業界に残
る非効率な慣習や労働環境の見直
しに取り組んでいる。その先にあ
るのが、無償化の対象となる認定
こども園で英語教育を実現するこ
とだ。「経済的な理由で諦めてい
た家庭の子どもにも、英語教育の
機会を広げていきたい」と展望を
語る。
　事業承継はゴールではなく、次
の成長に向けた出発点だ。引き継
いだ事業をどう変えていくか。そ
の答えを探りながら、下山氏は次
の展開に向けてすでに動き出して
いる。

制度の壁に挑む承継戦略

M&Aで
ひら

拓く幼児英語教育の可能性
制度の壁を越え、承継で事業領域を拡張

インターナショナルスクールの運営を起点に事業を展開してきた株式会社カインドネスは、
事業買収により認可保育事業へと参入。異業種からの視点を取り入れた保育の形に取り組んでいる。
事業承継と現場改革の両立を目指すその取り組みから、事業の成長へとつながるM&Aの道筋を探る。

第三者承継［部門譲受］

学

プリスクールでの英語レッスンの様子。ハグミー・インター
ナショナルスクールの講師が日々のレッスンを担当し、子ども
たちは歌や読み聞かせを通じて自然に英語を身に付けていく
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選択したのが、既存施設の事業承
継（M&A）という手法だ。すで
に認可を受けた施設の実績を引き
継ぐことで、制度の壁を越える一
手だった。
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者と出会う。後継者不在という課
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両者のニーズが合致し、2024年
７月、下山氏は事業承継を果たし、
株式会社SAKURAの代表取締役
に就任した。
　「有資格者のスタッフがすでに
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効率化。同時に、慣行的に続いて
いたイベントや制作物を見直し、
「本当に必要なものだけを残す」
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りましたが、実際に環境が良くな
るにつれて受け入れてもらえまし
た」と副社長の青木秀都氏。面談
を何度も重ねながら意識改革を進
めた結果、離職を考えていた職員
が残るなど、組織にも変化が生ま
れている。
　こうした改革を下支えしたのが、
譲渡側の税理士・社労士との連携
だ。前経営者からの引き継ぎだけ
では把握しきれない現場の実態を
士業からヒアリング。特に顧問税
理士が小規模保育所の経営に精通
していたため、青木氏は認可外と
は仕組みの異なる認可保育事業に
ついて、質問を重ねながら理解を
深めていった。

　今回の経験を踏まえ下山氏は、

「M&Aは思われているほどハー
ドルは高くない。税理士や支援セ
ンターなどのサポートがあれば、
異業種からの参入でも乗り越えら
れる」と話す。
　金融の知識を持つ下山氏と住宅
メーカーでの経験を持つ青木氏は、
異業種の視点から、保育業界に残
る非効率な慣習や労働環境の見直
しに取り組んでいる。その先にあ
るのが、無償化の対象となる認定
こども園で英語教育を実現するこ
とだ。「経済的な理由で諦めてい
た家庭の子どもにも、英語教育の
機会を広げていきたい」と展望を
語る。
　事業承継はゴールではなく、次
の成長に向けた出発点だ。引き継
いだ事業をどう変えていくか。そ
の答えを探りながら、下山氏は次
の展開に向けてすでに動き出して
いる。

現場を変える、組織を変える

保育園運営

保育・教育事業を手掛けるグループの中核として、
全体の運営を担う持株会社。事業承継を通じて子会
社化した株式会社SAKURAでは、インターナショ
ナルスクール２園、小規模認可保育所３園の運営の
ほか、幼児向け英語カリキュラムの提携・コンサル
ティングを行う。
● 浜松市中央区平田町

下山信武 代表取締役（右）
青木秀都 副社長（左）

株式会社カインドネス

熱意が伝わる信頼関係が、承継の実現を後押し
事業承継では、既存の財産（ヒト、資産、経営資源、等）を引き継ぎ、承継
後の経営を安定、発展させる指針が重要です。今回の事例では、下山氏の強
い思いや姿勢が、譲渡側の信頼を得る決め手となりました。M&A仲介会社
などによる大規模なM&Aとは異なり、地域内での承継は経営者同士が直接
向き合い、創業理念や経営方針について、相互理解することが鍵となります。

静岡県事業承継・
引継ぎ支援センター
サブマネージャー
浅井哲夫氏

専門家が解説！ 承継ポイント

承継の先に描く英語教育の将来
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　　　　986年に設立し、今年で
　　　　創業40周年を迎えたバ
ッティングセンター「富塚スポー
ツ」。卓球やオートテニス、空手
道場などを備えた複合スポーツ施
設として長きにわたり親しまれて
きた。
　しかし、かつて浜松市内に30
軒ほどあったバッティングセンタ
ーは、現在ではわずか２軒にまで
減少している。それでも同施設が
存続してきた背景には、近隣に小
学校５校、中学校４校、高校３校、
大学２校が集まる立地が挙げられ
る。通常の個人客のほか、周辺の
中学・高校の野球部やクラブチー
ムによる利用、そして長年培って
きた地域との関係性が持ち味だ。
　「継ぐかどうか、特に大きな決

断をしたという感覚はなかったで
すね」と、笑いながら語るのは、
後継者である常務取締役の髙橋利
幸氏。大学卒業後は住宅設備の仕
事をしながら、同施設のメンテナ
ンスに関わってきた。2013年に
入社後、現場から経営にまで関わ
る中で、立地の強みや経営の安定
性を実感し、次第に「引き継いで
いくのもいいかな」と考えるよう
になったという。
　一方で、施設の老朽化は進み、
更新改修は避けて通れない課題と
なっていた。

　承継にあたり、老朽化対策と利
用者の体験価値向上を目的に、大
規模なリニューアルを実施した。

バッティングマシンの入れ替えや
ネットの張り替え、照明の改善に
加え、コンクリート打ちっぱなし
だった床面をカラー塗装するなど、
施設全体を刷新。同時に、「富塚
スポーツらしさ」を損なわないこ
とも重視した。
　「昭和の雰囲気やアットホーム
な空気感を気に入って来てくれる
人も多い。そこは壊したくなかっ
たんです」と利幸氏。新たに導入
したランダム投球機能付きマシン
は、社会人野球経験者のニーズを
踏まえて導入したもので、施設全
体のターゲット層を大きく変える
ものではない。「新しいお客さん
を呼び込むというより、いま来て
くれている人がより楽しめるよう
に」という考えが根底にある。

　ビデオゲームコーナーを撤去し、
複合スポーツ施設としての純度を
高めた点も象徴的だ。「アットホ
ームな雰囲気」「地域密着」といっ
た従来の強みを守りながら、競技
志向の学生から家族連れまで幅広
く楽しめる施設へと充実させた。

　今回のリニューアルと事業承継
をサポートしたのが、商工会議所
や専門家の存在だ。補助金の活用
をきっかけに、中小企業診断士と
事業承継計画書を作成し、経営の
方向性を整理した。資金調達は、
事業承継・M&A補助金、融資、
自己資金の３本柱で構成されてい
る。
　リニューアル工事と並行して各

種手続きを進める必要があり、現
場と経営の両面を担う状況が続い
た。「自分一人では到底できなか
ったと思います」と利幸氏は当時
を振り返る。
　専門家が関わることで計画の精
度が高まり、承継までの道筋が明
確になった。単なる「親子の代替
わり」にとどまらず、戦略的な設
備投資と計画的な事業承継を同時
に進められた点は大きい。

　３月のリニューアル後、来場者
数は約１割増加。新規客に加え、
常連客の満足度も高まっている。
中でも変化が見られるのが利用者
の広がりだ。
　ストラックアウトの導入により、
野球未経験者や親子連れも遊び感
覚で楽しめるようになった。兄は

バッティング、下の子と母親は卓
球といったように自由に過ごす姿
も多い。女性グループやカップル
の来場も目立ち、リニューアルの
効果が着実に表れている。
　施設が新しくなっても、利用者
との関係は変わらない。多くの客
が「こんにちは」「ありがとうござ
いました」と声をかけていく。そ
の光景は、同施設が単なる娯楽施
設ではなく、地域に根差した場所
であることを教えてくれる。
　「元の良さを残しつつ、時代に
合わせていくことが大事」と語る
利幸氏。今後はバスケットボール
など、新たなスポーツ要素の導入
も視野に入れ、複合スポーツ施設
としての魅力をさらに高めていく
考えだ。地域に根差した「トミス
ポ」が、これからも“そこにあり
続ける”ための挑戦は続いていく。

１

“らしさ”を残すリニューアル

地域に愛され続ける場のつくり方
スポーツ施設リニューアルを通じて価値を問い直す

地域に根差した事業をどう引き継ぎ、どう更新していくのか。創業40周年の節目を迎えた「富塚スポーツ」は、
事業承継と施設リニューアルという転機に際し、「変えるべきもの」と「残すべき価値」を見極めた。
補助金や専門家の支援を活用した計画的な承継と投資から、地域密着型事業の持続に向けたヒントが見えてくる。
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　　　　986年に設立し、今年で
　　　　創業40周年を迎えたバ
ッティングセンター「富塚スポー
ツ」。卓球やオートテニス、空手
道場などを備えた複合スポーツ施
設として長きにわたり親しまれて
きた。
　しかし、かつて浜松市内に30
軒ほどあったバッティングセンタ
ーは、現在ではわずか２軒にまで
減少している。それでも同施設が
存続してきた背景には、近隣に小
学校５校、中学校４校、高校３校、
大学２校が集まる立地が挙げられ
る。通常の個人客のほか、周辺の
中学・高校の野球部やクラブチー
ムによる利用、そして長年培って
きた地域との関係性が持ち味だ。
　「継ぐかどうか、特に大きな決

断をしたという感覚はなかったで
すね」と、笑いながら語るのは、
後継者である常務取締役の髙橋利
幸氏。大学卒業後は住宅設備の仕
事をしながら、同施設のメンテナ
ンスに関わってきた。2013年に
入社後、現場から経営にまで関わ
る中で、立地の強みや経営の安定
性を実感し、次第に「引き継いで
いくのもいいかな」と考えるよう
になったという。
　一方で、施設の老朽化は進み、
更新改修は避けて通れない課題と
なっていた。

　承継にあたり、老朽化対策と利
用者の体験価値向上を目的に、大
規模なリニューアルを実施した。

バッティングマシンの入れ替えや
ネットの張り替え、照明の改善に
加え、コンクリート打ちっぱなし
だった床面をカラー塗装するなど、
施設全体を刷新。同時に、「富塚
スポーツらしさ」を損なわないこ
とも重視した。
　「昭和の雰囲気やアットホーム
な空気感を気に入って来てくれる
人も多い。そこは壊したくなかっ
たんです」と利幸氏。新たに導入
したランダム投球機能付きマシン
は、社会人野球経験者のニーズを
踏まえて導入したもので、施設全
体のターゲット層を大きく変える
ものではない。「新しいお客さん
を呼び込むというより、いま来て
くれている人がより楽しめるよう
に」という考えが根底にある。

　ビデオゲームコーナーを撤去し、
複合スポーツ施設としての純度を
高めた点も象徴的だ。「アットホ
ームな雰囲気」「地域密着」といっ
た従来の強みを守りながら、競技
志向の学生から家族連れまで幅広
く楽しめる施設へと充実させた。

　今回のリニューアルと事業承継
をサポートしたのが、商工会議所
や専門家の存在だ。補助金の活用
をきっかけに、中小企業診断士と
事業承継計画書を作成し、経営の
方向性を整理した。資金調達は、
事業承継・M&A補助金、融資、
自己資金の３本柱で構成されてい
る。
　リニューアル工事と並行して各

種手続きを進める必要があり、現
場と経営の両面を担う状況が続い
た。「自分一人では到底できなか
ったと思います」と利幸氏は当時
を振り返る。
　専門家が関わることで計画の精
度が高まり、承継までの道筋が明
確になった。単なる「親子の代替
わり」にとどまらず、戦略的な設
備投資と計画的な事業承継を同時
に進められた点は大きい。

　３月のリニューアル後、来場者
数は約１割増加。新規客に加え、
常連客の満足度も高まっている。
中でも変化が見られるのが利用者
の広がりだ。
　ストラックアウトの導入により、
野球未経験者や親子連れも遊び感
覚で楽しめるようになった。兄は

バッティング、下の子と母親は卓
球といったように自由に過ごす姿
も多い。女性グループやカップル
の来場も目立ち、リニューアルの
効果が着実に表れている。
　施設が新しくなっても、利用者
との関係は変わらない。多くの客
が「こんにちは」「ありがとうござ
いました」と声をかけていく。そ
の光景は、同施設が単なる娯楽施
設ではなく、地域に根差した場所
であることを教えてくれる。
　「元の良さを残しつつ、時代に
合わせていくことが大事」と語る
利幸氏。今後はバスケットボール
など、新たなスポーツ要素の導入
も視野に入れ、複合スポーツ施設
としての魅力をさらに高めていく
考えだ。地域に根差した「トミス
ポ」が、これからも“そこにあり
続ける”ための挑戦は続いていく。

変わっても、変わらない関係

補助金と専門家を活用し
承継と投資を同時に進める

レクリエーション・スポーツ施設

1986年設立。バッティングセンターを中心にした
複合スポーツ施設。部活動の練習拠点のほか、親子
連れや３世代での来場も多く、日常の中でスポーツ
に触れられる場として地域に親しまれている。利幸
氏は、日本スポーツ協会上級コーチ資格を持ち、静
岡県空手道連盟の強化委員を務める。
● 浜松市中央区富塚町

髙橋晴久 代表取締役（右）
髙橋利幸 常務取締役（左）

株式会社富塚スポーツ

事業承継計画は円滑な引継ぎのためのロードマップ
利幸さんは父親から事業を引き継ぐつもりでいたものの、今回のことがある
までは、事業承継の時期や、承継に向けて準備すべき事柄が明確でなかった
とのことでした。商工会議所や補助金申請支援者の協力を得て事業承継計画
を策定したことで、現在から事業承継までの、そして事業承継後に行うべき
ことを具体的にイメージするきっかけにしていただいたと思います。

静岡県事業承継・
引継ぎ支援センター
エリアコーディネーター
小西兼幸氏

専門家が解説！ 承継ポイント
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静岡県事業承継・
引継ぎ支援センター

事業承継は、「まだ先のこと」と後回しにされがちなテーマです。しかし、準備が遅れるほど選択肢は減り、
後継者不在や属人的な経営体制は、従業員の不安や承継の難しさにつながります。
本記事では、事業承継の本質を踏まえ、これからの時代に求められる考え方と進め方について
静岡県事業承継・引継ぎ支援センターの島津一暁さんにお話を伺いました。

正解がない時代に対応する
事業承継という経営戦略
　事業承継で重要なのは、「会社
をどう続けていくか」という視点
です。現在、市場環境は大きく変
化し、グローバル化によって不確
定要素も増えています。こうした
時代において、事業承継は社長の
高齢化対策ではなく、「会社を時
代に適応させるための転換点」と
捉えるべきです。
　経営者が変わることで組織に新
しい風が入り、これまでのやり方
を見直すきっかけにもなる。つま
り、会社を進化させる絶好のチャ
ンスでもあるのです。

誰のための事業承継なのか
　「自分の築いた会社を残したい」
「財産を守りたい」という思いは
理解できますが、それだけではう
まくいきません。会社は社長一人
のものではなく、社員や取引先、
地域といった多くの関係者によっ
て支えられる公器だからです。そ
のため、事業承継は「社員が安心

して働き続けられるか」「取引先
との信頼関係を維持できるか」「地
域に価値を提供し続けられるか」
といった視点で考える必要があり
ます。
　根幹となる理念や価値観は引き
継ぎつつ、時代に合わせて変える
べき部分は柔軟に変えていく。こ
のバランスこそが、これからの事
業承継に求められます。

「まだ大丈夫」が招くリスク
　事業承継を後回しにすることは、
会社の将来のリスクにもなり得ま
す。例えば、後継者が決まらない
まま経営者が高齢化している会社
を、社員はどう見るでしょうか。
「この会社は将来どうなるのか」
「ここで働き続けていいのか」。こ
うした不安が積み重なれば、優秀
な人材が辞めていく可能性があり
ます。経営者にとっては「まだ動
く必要はない」状況でも、社員に
とっては「将来が見えない会社」
になってしまう。この認識の
ギャップは見過ごせません。

「残された時間」への認識が
事業承継の成否を分ける
　事業承継において最も重要な資
源は、「時間」だと考えています。
早く取り組むことで、親族内承継
や 従 業 員 承 継、第 三 者 承 継
（M&A）といった選択肢を比較
検討できます。一方で、時間がな
くなるほど選択肢は狭まり、条件
面でも不利になります。
　事業承継は１～２年で完結する
ものではありません。資産や名義
の移転にとどまらず、事業そのも
のを引き継ぎ、関係者に認められ
る形にするには、数年、場合によっ
ては10年以上の時間が必要です。

資産か、事業そのものか
相談先で変わる承継の進め方
　事業承継の相談先として、金融
機関を思い浮かべる方も多いで
しょう。一般的に、金融機関や専
門会社では株式や相続など「資産
承継」の観点から助言が行われる
ことが多い一方、当相談会では地
域事業者に寄り添い、「事業その
ものの承継」に重きを置いた支援
が行われています。これまで会社
がどんな価値を提供してきたのか、
何を大切にしてきたのかといった

本質的な部分から整理していくの
が特徴です。
　利害関係のない立場から客観的
なアドバイスを受けられること、
事業承継計画書の作成・添削を無
料で支援する点も当相談会の強み
です。計画を作って終わりではな
く、定期的に状況を確認しながら、
代表交代などの節目まで伴走する
体制も整っています。方向性が固
まった段階で金融機関や専門会社
と連携する、という使い分けが有
効でしょう。

一歩踏み出すために必要なの
は考えを整理する対話の時間
　「何から手を付ければいいか分
からない」。これは多くの経営者
に共通する悩みです。まずは現状
や思いを「話すこと」から始めて
ください。事業承継は 100 点を
目指す必要はありません。50 点
できれば十分、80 点できれば上
出来です。大切なのは、肩の力を
抜いて一歩踏み出すこと。まずは
当相談会に足を運び、自分の価値
観や優先順位を言葉にしてみてく
ださい。話すことで考えが整理さ
れ、自社にとっての最適な選択肢
が見えてくるはずです。

　経済産業省の委託事業として、
円滑な事業承継の実現をサポー
ト。親族内承継・従業員承継・第
三者承継の全ての支援が可能で
す。浜松商工会議所でも、無料・
秘密厳守の定例相談会を毎週水曜
日に開催しています。

島津一暁さん
しまづ　かずあき

静岡県事業承継・
引継ぎ支援センター
エリアコーディネーター

ワタシに
お任せください！ 商 工 会 議 所 活 用 法企業のミカタ

事業承継の準備今回のテーマ
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個別相談予約は
こちらから

正解がない時代に対応する
事業承継という経営戦略
　事業承継で重要なのは、「会社
をどう続けていくか」という視点
です。現在、市場環境は大きく変
化し、グローバル化によって不確
定要素も増えています。こうした
時代において、事業承継は社長の
高齢化対策ではなく、「会社を時
代に適応させるための転換点」と
捉えるべきです。
　経営者が変わることで組織に新
しい風が入り、これまでのやり方
を見直すきっかけにもなる。つま
り、会社を進化させる絶好のチャ
ンスでもあるのです。

誰のための事業承継なのか
　「自分の築いた会社を残したい」
「財産を守りたい」という思いは
理解できますが、それだけではう
まくいきません。会社は社長一人
のものではなく、社員や取引先、
地域といった多くの関係者によっ
て支えられる公器だからです。そ
のため、事業承継は「社員が安心

して働き続けられるか」「取引先
との信頼関係を維持できるか」「地
域に価値を提供し続けられるか」
といった視点で考える必要があり
ます。
　根幹となる理念や価値観は引き
継ぎつつ、時代に合わせて変える
べき部分は柔軟に変えていく。こ
のバランスこそが、これからの事
業承継に求められます。

「まだ大丈夫」が招くリスク
　事業承継を後回しにすることは、
会社の将来のリスクにもなり得ま
す。例えば、後継者が決まらない
まま経営者が高齢化している会社
を、社員はどう見るでしょうか。
「この会社は将来どうなるのか」
「ここで働き続けていいのか」。こ
うした不安が積み重なれば、優秀
な人材が辞めていく可能性があり
ます。経営者にとっては「まだ動
く必要はない」状況でも、社員に
とっては「将来が見えない会社」
になってしまう。この認識の
ギャップは見過ごせません。

「残された時間」への認識が
事業承継の成否を分ける
　事業承継において最も重要な資
源は、「時間」だと考えています。
早く取り組むことで、親族内承継
や 従 業 員 承 継、第 三 者 承 継
（M&A）といった選択肢を比較
検討できます。一方で、時間がな
くなるほど選択肢は狭まり、条件
面でも不利になります。
　事業承継は１～２年で完結する
ものではありません。資産や名義
の移転にとどまらず、事業そのも
のを引き継ぎ、関係者に認められ
る形にするには、数年、場合によっ
ては10年以上の時間が必要です。

資産か、事業そのものか
相談先で変わる承継の進め方
　事業承継の相談先として、金融
機関を思い浮かべる方も多いで
しょう。一般的に、金融機関や専
門会社では株式や相続など「資産
承継」の観点から助言が行われる
ことが多い一方、当相談会では地
域事業者に寄り添い、「事業その
ものの承継」に重きを置いた支援
が行われています。これまで会社
がどんな価値を提供してきたのか、
何を大切にしてきたのかといった

本質的な部分から整理していくの
が特徴です。
　利害関係のない立場から客観的
なアドバイスを受けられること、
事業承継計画書の作成・添削を無
料で支援する点も当相談会の強み
です。計画を作って終わりではな
く、定期的に状況を確認しながら、
代表交代などの節目まで伴走する
体制も整っています。方向性が固
まった段階で金融機関や専門会社
と連携する、という使い分けが有
効でしょう。

一歩踏み出すために必要なの
は考えを整理する対話の時間
　「何から手を付ければいいか分
からない」。これは多くの経営者
に共通する悩みです。まずは現状
や思いを「話すこと」から始めて
ください。事業承継は 100 点を
目指す必要はありません。50 点
できれば十分、80 点できれば上
出来です。大切なのは、肩の力を
抜いて一歩踏み出すこと。まずは
当相談会に足を運び、自分の価値
観や優先順位を言葉にしてみてく
ださい。話すことで考えが整理さ
れ、自社にとっての最適な選択肢
が見えてくるはずです。

事業承継に関する全般的な相談

事業承継に関する専門的な相談

●相談内容：親族内承継、従業員承継、M&A、廃業相談 
●相談日：毎週水曜日

定例相談

●法律（弁護士）…毎週木曜日
●税務（税理士）…2・4木曜日

●金融（日本政策金融公庫）…第1・3・5火曜日

浜松商工会議所 中小企業相談所

受付時間 9:00～17:00（土日祝および年末年始を除く）　keiei@hamamatsu-cci .or . jp
tel.053-452-1115 検  索浜松商工会議所　事業承継

これまで多くの中小企業・小規
模事業者の経営者が、浜松商工
会議所を通して静岡県事業承
継・引継ぎ支援センターに相談
しています

静岡県事業承継・
引継ぎ支援センターの
新規相談件数（開設は2012年1月）

7,251件
2026年3月末まで（うち譲渡相談件数は1,796件）

353件
2025年度（1年間）の譲渡、譲受相談件数

うち浜松商工会議所を通した
新規相談件数

476件
（うち譲渡相談件数は129件）

32件
2025年度（1年間）の譲渡、譲受相談件数

静岡県事業承継・
引継ぎ支援センターの
親族外承継成約件数

547件
2026年3月末まで

うち浜松商工会議所を通した
親族外承継成約件数

51件
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自宅敷地内に次男が製
作した無人販売所を設
置している。販売所内
の「ぐるぐるコーナー」は、
持ち込まれた品を自由
に持ち帰ることができる

ユニバーサル農業とは、福祉の視点を取り
入れた農業のあり方で、さまざまな事情や背
景を持つ人に農業に参加する機会を提供し、
生きがいの創出を目指します。長坂さんは、
この考え方に出合い「自分のやりたいことそ
のものだった」と振り返ります。
看護師として働きながら、家業の農業を手

伝っていた長坂さん。農業の高齢化や人の孤
立に向き合いたいと、解決の糸口を求めて起
業家カフェを訪れました。そこで県の農林事

浜松市中央区東伊場2-7-1 浜松商工会議所会館１階　TEL 053-525-9745　Email sogyo@hama-cafe.jp

務所を紹介されたことから次々と人のつなが
りが広がり、ユニバーサル農業の取り組みを
知りました。「これを自己実現の道標にしよ
う」と心に決め、起業家カフェで勧められた
補助金を活用してホームページを整備し、現
在は参加者の輪も着実に拡大しています。「社
会との関わりが希薄になっている人が、元気
を取り戻す一助となれば」と語り、今後は農
作物の加工・販売も視野に入れながら、農業
を通じて人がつながる場を育んでいます。

浜松市・（公財）浜松地域イノベーション推進機構・浜松商工会議所の
３支援機関が共同で運営する創業支援のワンストップ総合窓口

農業・無人小売業●ユニバーサル農業を取り入
れた参加型農業、農作物の生産・販売
●2024年3月創業●浜松市中央区堤町

FILE
#06 

長坂富美子

1968年、浜松市生まれ。大阪
の看護専門学校を卒業後、浜松
市内の総合病院に勤務。その後
1年間の海外ボランティアを経
て訪問看護ステーションに移
籍し、子育てをしながら医療現
場に長年携わる。2022年、農
家である実家の畑を活用して、
農業の高齢化や人の孤立の課題
解決に向き合い始める。2024
年、ユニバーサル農業を取り入
れた「あずきのむら」を始動さ
せた　●休日の過ごし方  飼い
猫と遊ぶ　●好きな言葉  一期
一会

NAGASAKA
FUMIKO

浜松市特定創業支援等事業

特定創業支援等事業の支援を受けたことの証明書が交付された方は
創業時にさまざまな優遇措置を受けることが可能になります。
例）会社設立時の登録免許税の軽減、金融機関の融資利率の優遇 など
詳しくは「はままつ起業家カフェ」へお問い合わせください

あずきのむら代表

農業で誰かの居場所をつくりたい。 
実家の畑を生かして、私の次の夢を実現

未来を拓く挑戦者たち
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ビジネス総合保険制度とは？ 事業者を取り巻くさまざまな
事業活動リスクからお守りします。

事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・ダブリを解消し、一本化して加入可能

賠償責任（生産物、リコール、情報漏えい、サイバー、施設・事業活動遂行等）のリスクを総合的に補償

災害（火災、風災、水災、雪災等）による事業休業も補償（※）

※東京海上日動にて、引受可能地域において、地震（事業所が所在する都道府県の震度観測点において震度６強以上が観測される場合に限ります）による完全
休業の損失に対して、地震休業補償特約で補償できます。また、東京海上日動にて、引受可能地域において、地震、噴火（地震、噴火による津波、洪水その他の
水災）による財物（建物、設備・什器、商品・製品等）の損害に対して、地震危険補償特約で補償できます。損保ジャパンにて、引受可能地域において、地震、噴火
（地震、噴火による津波、洪水その他の水災）による財物（設備・什器、商品・製品等）の損害に対して、物損害担保条項・地震危険補償特約で補償できます。引
受可否や補償対象については、代理店または保険各社までお問い合わせください。

本制度のここが特徴

2

1

3

浜松商工会議所ビジネス総合保険 認定

浜松損害保険サービス（株）

野嶋 洋平 のじま ようへい くぼ よしき

取扱損保名▼
損保ジャパン、三井住友海上 等
電話：053-459-4181
携帯：080-3465-9854
募集人歴：17年

●仕事のモットー：試行錯誤
●趣味：読書
●お気に入りスポット：図書館
●会員企業へのメッセージ：保険のプロとして17年、
常にお客さまにとっての最善とは何かを「試行錯誤」
し続けてきました。これまでの経験を基に、一社一社
に最適なプランをご提案させていただきます。

遠鉄インシュアランスパートナーズ（株）

久保 佳樹
取扱損保名▼
損保ジャパン、東京海上日動、
三井住友海上、
あいおいニッセイ同和損保 等
電話：053-455-3718
募集人歴：４年

●仕事のモットー：お客さまニーズを徹底的に追及し、
最適なご提案につなげる。
●趣味：ラグビー、ツーリング
●お気に入りスポット：阿多古川
●会員企業へのメッセージ：お客様一人一人のニーズ
を最優先に考え、安心していただけるご提案を心掛け
ています。保険に関する些細な疑問はお気軽にご相談
ください。
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※割引率根拠については
　各保険会社パンフレットを
　ご参照ください

最大約33%OFF（※）

保険料浜松商工会議所の会員事業所様

ビジネス
総合保険制度

補償の
重複がない!

●
ご契約手続きを
一本化!
●

低廉な保険料!

財産補償

施設賠償責任保険 動産総合
保険

機械保険

工
事
保
険従来の

保険契約

モレやダブリが
ないか不安
●

ご契約手続きが
保険ごとに必要

●
保険料がかさむ

休業補償

PL保険

ビジネス総合保険制度ならモレやダブリなく、1つにまとめて補償します!

スッキリ!

保険の詳細などは記載の認定募集人、または浜松商工会議所会員サービス課までお問い合わせください。
浜松商工会議所 会員サービス課 TEL.053-452-1117
※保険名称、補償内容、対象業種は引受保険会社によって異なります。
　ご加入にあたっては、必ず各保険会社の「パンフレット」や「重要事項説明書」をよくお読みください。

誕生認定 募集人
浜松商工会議所では、会員事業所様への損害
保険提案において優れた実績を持つ４名の保
険募集人を、今年度より新たに「浜松商工会
議所 認定募集人」として選出しました。ビ
ジネスのリスク管理を支えるプロフェッショ
ナルとして、当会議所と共に活動する2026
年度の認定募集人をご紹介します。

おじま かいと

電話：053-459-4181
携帯：070-3225-4132
募集人歴：６年

●仕事のモットー：お客さまの業種に即したプランを
提供し、事故時のフォローこそわれわれの本当の仕事
だと思っています。
●趣味：料理、お菓子作り。狩猟に興味あり。
●お気に入りスポット：浜北森林公園、浜名湖周辺 
●会員企業へのメッセージ：リスクマネジメントをご
支援し、事故の影響を最小限に抑えるようお手伝いし
ます。万が一の時に“入っていてよかった”と感じてい
ただける対策をご案内いたします。

浜松損害保険サービス（株）

尾島 海斗
取扱損保名▼
損害保険ジャパン、東京海上日動 等

●仕事のモットー：継続は力なり
●趣味：釣り、キャンプ、サッカー
●お気に入りスポット：浜名湖
●会員企業へのメッセージ：「継続は力なり」を信念に、
日々の積み重ねを大切にしながら、お客さまの意向に
どこまでも寄り添ったご提案をさせていただきます。
持ち前のフットワークを生かし、万が一の際にも迅速
かつ丁寧に対応いたします。

かわた まさかず河田 修和
取扱損保名▼
東京海上日動
電話：053-450-3960
募集人歴：８年

（株）東京海上日動パートナーズ東海北陸
7月から「株式会社 東京海上日動パートナーズ」に社名変更

Webサイトは
こちらから
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取引先に赴く少し特別な場面では
気の利いた手土産を持参したいもの。
さり気ないセンスと先様への敬意が伝われば、
きっと好印象につながるはず。
浜松商工会議所の職員がお薦めする
とっておきの手土産を紹介します。

1枚60円、箱入りは10枚820円～。あえて気泡の多いフランスパンを使い、サクサクとした小気味よい食感を生み出している

サクッと軽く、口の中でほどけるような食感。洋菓子店モンター
ニュのラスクは、バターの豊かな香りとやさしい甘さで、思わずも
う1枚手に取りたくなるおいしさです。
誕生は約20年前。東京で広がり始めたラスクブームに注目し、
いち早く製造に着手しました。軽やかな食感は、「子どもやお年寄
りでも食べやすいように」という思いから生まれたもの。以来、店
の代名詞として親しまれ、一つ一つ丁寧に手作りされています。
常温で日持ちするため、季節を問わず贈れるのも魅力。個包装で
配りやすく、大人数の差し入れにも最適です。プレーンに加え、「珈
琲」や「三ヶ日みかん」などの多彩な味わいがそろい、詰め合わせ
は最大50枚まで対応しています。

「はままつラスク」

昭和初期にパン屋「ウサギヤ」として創業。東京の
洋菓子店で修行を積んだ2代目が、技術と感性を持
ち帰り、洋菓子店「モンターニュ」を開店した。現
在は5店舗を展開。通年販売のスイートポテト「濱
松ポテト」も人気が高い。

モンターニュ 石原店

MA P

◆アンケートに答えて抽選で手みやげ帖の商品をプレゼント。詳しくは22ページへ

サ
ク
サ
ク
、ほ
ろ
り

軽
く
砕
け
る
や
さ
し
い
甘
さ

浜松市中央区石原町319
TEL／053-426-3650
営業時間／9：00～20：00
無休
https：//www.montagne-rusk.jp/

vol.11

浜松手み
やげ帖

ちょっと語
りたくなる

Hamamatsu
Thank-you Gift

Selection

ink
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浜
松
で

働
き
た
い
！

浜松市役所 労働政策課 奨学金返還支援担当 〒430-8652 浜松市中央区元城町103番地の2

お問い合わせ先

制度の詳細及び事業者登録については、
浜松就職・転職ナビ「JOBはま！」をご覧ください。

rose@city.hamamatsu.shizuoka.jp053-457-2115

優
秀
な
人
材
を
採
用
し
た
い
！

浜松市内中小企業の人材確保を支援します！

◆補助金の上限は年間18万円で、認定企業の協力金は1人あたり年間最大9万円です。
◆「浜松市ワーク・ライフ・バランス等推進事業所」及び「浜松市高齢者活躍宣言事業所」の補助金負担割合は、
　市2/3、認定企業1/ 3で、協力金は1人あたり年間最大6万円です。
◆採用活動のPRポイントになり、また新入社員の継続就労が期待できます。

奨学金返還支援とは？

認定企業とは、市と協力して新入社員の奨学金返還を支援する市内の中小企業です。
事前に市への認定申請が必要です。

奨 学 金 返 還 支 援 事 業

学生時代に奨学金を利用した方が、浜松市が認定する中小企業へ就職し、市内に居住した場合、就職後
2年目～7年目に、市と企業が1/2ずつ負担し、年間最大18万円を6年間（最大108万円）支援します。

浜松市

④就職

⑥補助金交付
（年間最大18万円）

奨学金返還者市内中小企業（認定企業）

②認定

③交付対象者認定申請

①申請 ⑤協力金
（年間最大9万円）

認定企業を随時募集中！

JOBはま 検索

認定企業

募集





①申請する日の属する年度の4月1日現在において、1年以上浜松市に所在していること。
②高齢者の能力発揮・職域拡大に努め、又は就業の場における高齢者の活躍の推進に積極的に取り組み、
　継続雇用を希望する者の就労が満70歳になった日を起算日として11か月以上可能であること、又は
　70歳以上の新規雇用を希望する者の就労が、就労した日を起算日として11か月以上可能であること。
③浜松市公式就職情報サイト「浜松就職・転職ナビJOBはま！」の事業者登録をしていること。

浜松市内に所在し、常時雇用する労働者を有して
事業活動を行う国及び地方公共団体以外の事業主事業活動を行う国及び地方公共団体以外の事業主事業活動を行う国及び地方公共団体以外の事業主

①申請する日の属する年度の4月1日現在において、1年以上浜松市に所在していること。

　継続雇用を希望する者の就労が満70歳になった日を起算日として11か月以上可能であること、又は
　70歳以上の新規雇用を希望する者の就労が、就労した日を起算日として11か月以上可能であること。
③浜松市公式就職情報サイト「浜松就職・転職ナビJOBはま！」の事業者登録をしていること。

浜松市内に所在し、常時雇用する労働者を有して

高齢者活躍宣言事業所

を募集します！

浜 松 市

募集期間
令和8年4月1日（水）～
　　令和9年2月26日（金）必着
対象企業

認定基準

浜松市は７０歳になっても働くことが
可能な環境を整備し、高齢者雇用に
積極的に取り組んでいる事業所を
応援しています（認定・公表します）。

（令和8年3月31日時点）

148社
認定

［受託］㈱東海道シグマ 浜松支店浜松市高齢者就労支援事業（担当：佐藤・豊盛）
〒430-7703　浜松市中央区板屋町111-2  浜松アクトタワー3F　TEL：053-424-5121

認定企業制度・申請に関するお問い合わせ
◀制度の概要について
　はこちら

〒430-8652　浜松市中央区元城町103-2　TEL：053-457-2115
浜松市産業部労働政策課

申請のサポートに関するお問い合わせ
さとう とよもり



■実施した
■年度内に実施予定
■していない・
　実施する予定はない

54%28%

18%

物価上昇対応

人材確保

離職防止

最低賃金対応

業績向上

その他
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賃上げは進むも原資不足が壁
価格転嫁難・企業規模格差で中小企業の持続可能性に課題

より充実した会報誌づくりのために誌面内容に関するアンケート
を実施しています。ご回答いただいた方の中から抽選で10人の
方に右記の品をプレゼントします。QRコードの回答フォームから
ご意見・ご要望をお聞かせください。

【応募条件】
【応募方法】
【応募締切】

浜松商工会議所会員
QRコードから
6月30日（火）

■当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます
■ご記入いただいた個人情報はプレゼントの抽選・発送以外の目的には使用しません

Q1. 賃上げを実施しましたか Q2. 賃上げの主な理由

Q3. 賃上げの原資 

回答者273（複数選択）

回答者273（複数選択）

NEWing読者アンケート

サクッと軽く、口の中でほどけるような食感のラスク。洋菓子店モン
ターニュの看板商品（プレーン10枚入り）をお届けします。

モンターニュの
はままつラスク

本誌 P18で紹介している

今月の
プレゼント

10名
様

アンケート
結果報告
詳細はこちら

調査期間：2026年4月6日（月）～10日（金）／回答者数：333名／アンケート方法：メール配信によるオンライン調査

　賃上げは一定程度実施されているものの、その水準
や持続可能性には大きな課題があることが明らかと
なった。自由記述では、賃上げの必要性は認識しつつも、
原資不足や価格転嫁の困難さにより十分な対応ができ
ないとの声が多数を占めた。
　また、大企業との賃上げ格差や高率引上事例の切り
抜き報道による過度な賃上げ期待、さらには、原材料
費や人件費、社会保険料の上昇といったコスト増も重
なり、経営を圧迫している
実態が浮き彫りとなった。

論より“現場”
～浜松 Real Voice～

賃上げ
新コーナー

今月のテーマ

巷の調査・統計からはうかがい知れない「浜松の経営現場の実感」を
アンケート収集。当地域の“今 ”を知る指標としてご活用ください。

ちまた

まとめ
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